
下水道事業公営企業会計システム等更新業務プロポーザルに係る質問と回答

番号

1 仕様書 P5

 （データ移行及びデータ設定）

第２６条 ６当該データ～すること。

2 仕様書 P6

（ハードウェア及びソフトウェア要件）

第２８条（2）新しいOSを使用する場合は～ する

こと。

3 仕様書 P6

（ハードウェア及びソフトウェア要件）

第２８条（2）仮想基盤 は～ すること。

4 仕様書 P7

（セキュリティ対策 要件）

第３３条（8）サーバのウイルス～ すること。

対象 質疑内容 回答

「当該データ移行に係る費用等については、受託者にて負担すること。」と記載がござ

いますので、恐れ入りますが現行システムの提供元株式会社フューチャーインの担当者

連絡先をご教示ください。

担当者連絡先については、別途お知らせいたします。

2026.05.28時点

「なお、仮想基盤は４台の物理サーバ（合計８基のCPUを搭載）によるHA構成を組ん

でいるため、データベースソフトのライセンス等が高額とならないよう留意するこ

と。」と記載がございますが、ライセンス等の選定にあたって、構築済みの仮想サーバ

のスペックをご教示ください。

現行の仮想サーバのスペックは次のとおりです。

OS　Windows Server 2012 R2 Std

CPU　4コア

メモリ　16GB

ディスク　300GB

「発注者がライセンスを保有するウイルス対策ソフト（トレンドマイクロ社Apex

One）を会計システム等のサーバにインストールすること。」と記載がございますが、

Apex One管理サーバの構築やパターンファイル配信設定等についても受注者で実施す

る必要がある認識でよろしいでしょうか。

また、資産管理ソフト等のウイルス対策ソフト以外に受注者がインストールする貴市保

有のソフトウェアがございますでしょうか。

ウイルス対策ソフトについては、仕様書にございますとおりサーバへのエージェン

トのインストールのみが受注者にて実施する作業となります。管理サーバの構築や

パターンファイル配信設定等は不要です。市が保有するその他ソフトウェアのイン

ストールは想定しておりません。

「新しいOSを使用する場合は、OSライセンス及びCALについて必要数を調達の上、導

入経費に含めること。」と記載がございます。新しいOSを別途調達する場合は仮想マ

シンの作成は受注者で実施することになる想定ですが、仮想ネットワークの設定等も

受注者で実施する必要がございますでしょうか。貴市作業範囲をご教示いただけますと

幸いです。なお、前提として、既設利用の場合は、受注者で仮想マシンの作成等を実施

する必要はない想定でおります。

仮想ネットワーク（ネットワークアダプタ）の準備等、仮想基盤上の設定について

は発注者が行います。受注者は、IPアドレスの設定等OS上の設定のみ実施してくだ

さい。


